
 

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

  該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

  該当事項はありません。 

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動） 

 会社清算に伴い、第１四半期連結会計期間において、富士電機半導体マレーシア社を連結の範囲から除外してお

ります。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

 税金費用の計算 

 税金費用については、当四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、見

積実効税率が使用できない一部の連結会社については法定実効税率を使用する方法によっております。 

 

（追加情報） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用 

  「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固

定負債の区分に表示しております。 
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（セグメント情報） 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

 

パワエレシ

ステム・エ

ネルギーソ

リューショ

ン 

パワエレシ

ステム・イ

ンダスト

リーソ

リューショ

ン 

発電 
電子デバイ

ス 
食品流通

その他 
（注１）

合計 
調整額 
（注２） 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注３）

売上高          

外部顧客への 

売上高 
88,945 133,953 37,870 63,175 55,393 15,675 395,014 － 395,014

セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

740 4,361 22 1,546 129 14,175 20,975 △20,975 －

計 89,686 138,314 37,893 64,721 55,523 29,851 415,990 △20,975 395,014

セグメント利益 

又は損失（△） 
2,012 1,836 1,182 6,729 2,219 1,517 15,498 △2,755 12,742

 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融サービス、不動産業、保険代

理業、旅行業及び印刷・情報サービス等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額△2,755百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△2,730

百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に係る費用であり

ます。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

 

パワエレシ

ステム・エ

ネルギーソ

リューショ

ン 

パワエレシ

ステム・イ

ンダスト

リーソ

リューショ

ン 

発電 
電子デバイ

ス 
食品流通

その他 
（注１）

合計 
調整額 
（注２） 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注３）

売上高          

外部顧客への 

売上高 
91,889 136,944 49,124 70,108 56,162 15,202 419,431 － 419,431

セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

2,302 4,810 27 1,669 119 15,113 24,042 △24,042 －

計 94,191 141,755 49,151 71,778 56,282 30,315 443,473 △24,042 419,431

セグメント利益 

又は損失（△） 
4,971 1,904 1,853 8,578 2,643 1,131 21,082 △2,563 18,519

 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融サービス、不動産業、保険代

理業、旅行業及び印刷・情報サービス等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額△2,563百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△2,533

百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に係る費用であり

ます。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失と調整を行っております。 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

第１四半期連結会計期間より、組織構造の変更に伴い、「パワエレシステム・エネルギーソリューション」及

び「パワエレシステム・インダストリーソリューション」の各報告セグメントにおいて、集約する事業セグメン

トを変更しております。 

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したもの

を開示しております。 
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